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ＦＰＤの人間工学シンポジウム２０１２

２０１２年３月９日（金）

セッション１

１Ｂ： 電子ペーパーディスプレイ
の技術動向と標準化動向

大日本印刷株式会社
研究開発・事業化推進本部

高 橋 達 見
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本日の内容

１. 電子ペーパーとは何か

ＳＩＤでの発表論文(Proceedings)を基に、開発の歴
史を振り返ることで、立ち位置を考える。

２. 電子ペーパーの国際標準化

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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１. 電子ペーパーとは何か

ＳＩＤでの発表論文(Proceedings)を基に、開発の歴
史を振り返ることで、立ち位置を考える。

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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電子ペーパーはディスプレイとしては、必然的に生ま

れてきたのか（期待されて）、それとも突然変異として

生まれてきた（期待されていない）のであろうか。

今までのディスプレイの歴史も振り返る必要があるの

ではないか。

ディスプレイという電子機器単品の話ではなくなってく

る。技術決定論だけでは済まされない。社会構築論

の視点が必要になってくる。

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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電子ペーパーという、

将来的には、反射型、フルカラーのディスプレイ

を考えることは、

電子ディスプレイの「本質」を考えることでもある。

どのような方式が良いのかはまだ明確な結論

は出ていない。

みなさんがこれから考える課題でもある。

今からでも、決して遅くは無い。

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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Review of Electronic Paper Technologies

From 1977 to 2011

From the standpoint of SID International

Symposium

SID: Society for Information Display

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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SIDの興味深いところは、

講演発表者が講演後、インタビューの場で

試作品をデモするところにある。

すなわち、理論だけでなく、それを実現することで、自らの研究

の実用性を証明するところにある。

もう一つの特徴は、

エキシビションがあり、メーカーが最新製品・試作品を展示する

ところにある。

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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Key words at SID from 1997 to 2011

1997: Jacobson; an electronically addressable ink

1998: PARC; definition of electronic paper

2000: “digital paper”

2002: SID made a new session for electronic paper.

2003: Bridgestone made the first presentation of QR-LPD.

2004: Sony LIBRle in Japan

2005: Flexible backplanes; “EPLaR”, “SUFTLA”

2006: Sony Reader in USA

2007: Amazon Kindle

2008: 4 sessions for electronic paper in SID

2009: “flexible”

2010: “flexible” & “color”, Apple iPad

2011: “flexible” & “color”, e-Book vs. iPad

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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SID 2011: May 17 – May 20, Los Angeles

電子ペーパー関連の発表(22件）の特徴

１．反射型液晶表示が８件の発表があった。

Cholesteric のカラー化が本格的に検討されてきた。

２．Electrowettingが３件あり、継続的に開発が進めら

れていることが伺い知れる。

３．Electrochromicは２件の発表があった。

４．Electrophoreticはソニーの成果が注目された。

カラー化とフレキシブルとを同時に達成している。
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２. 電子ペーパーの国際標準化

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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国際標準化への歩み

ビジネス機会・情報システム産業協会（ＪＢＭＩＡ）が

２００３年に「電子ペーパー懇談会」を発足し、電子
ペーパーの特性と可能性に着目し、参加企業３０社
余りで、共同で調査・研究を進めることになった。同
時に標準化への基礎調査を始めた。

２００６年には懇談会を電子ペーパーコンソーシア
ムと名称を改め、シンポジウムの開催、海外調査、
標準化活動、メディア論の展開を本格的に進め現
在に至っている。
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調査報告書

２００３：（平成１５年度）
「拡大する電子ペーパー市場と機械産業の
取組についての動向調査」

２００４：（平成１６年度）
「拡大する電子ペーパー市場と機械産業の
取組についての動向調査」

２００５：（平成１７年度）
「拡大する電子ペーパー市場と機械産業の
取組についての動向調査」

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向
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２００７：（平成１９年度）ＮＥＤＯ委託
「電子ペーパーディスプレイに関する市場
ニーズおよび技術動向調査」
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電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向

Note: “RG”: Research Group

Organization Chart of                  
Electronic Paper Consortium

July.01,2011

Electronic Paper Consortium

Steering Committee  

RG-1:
New Application

RG-2: 
Technical Research 

RG-3: 
Understanding Media

RG-4: 
Standardization

Leader: Mr. Hattori
Member: Mr. Takahashi

Chairman:
Mr. Tsubota

Leader: Mr. Koshimizu
Member: Mr. Takahashi

Leader: Mr. Takahashi

Concept Phrase:
Revolution for office works & business 

processes by electronic paper
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・国際標準に関しては、基礎調査をベースに、
２００９年から本格的に調査を開始した。

・２０１０年にＪＢＭＩＡ電子ペーパーコンソーシア
ムがＩＳＯ，ＩＥＣに国際標準化を提案したのが
最初である。

・２０１１年にＩＥＣはＴＣ１１０の電子ペーパーの
ワーキング・グループをＷＧ７として設立する
ことを承認した。
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電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向

IEC/TC 110 (Electronic Display Devices)

WG 2 (LCD): Hidefumi YOSHIDA

WG 4 (PDP): Masataka UCHIDOI

WG 5 (OLED): Jeong-No LEE

WG 6 (3DD): Nam KIM

WG 7 (EPD): Tatsumi TAKAHASHI

WG 8 (FDD): Yong-Taek HONG

PT 62595 (Backlight)

(Secretariat: JP, Chair: Prof. Wang)

2121© 2011 Dai Nippon Printing Co.,Ltd. All Rights Reserved.

電子ペーパーディスプレイの技術動向と標準化動向

Project Project Number Project Leader

Part-1
Terminology, symbols and units

Part-2
Essential ratings, preferred values, 
and characteristics

Part-3-1
Optical measuring method

Part-3-2
Electro-optical measuring method

Part-4-1
Mechanical test method

Part-4-2
Environmental test method

62679 - 1

62679 - 3 -1

62679 - 3 - 2

62679 - 4 - 1

62679 - 4 - 2

62679 - 2

Ryo Sakurai

Richard Liu

John Penczek

Key Hyodo

Seong-Deok AHN

Projects of WG 7


